
議決権行使レポート 

 

証券コード 9081   

会社名   神奈川中央交通     

 

 賛成 反対 棄権 

第 1号議案 剰余金の処分の件 〇   

第 2号議案 取締役（監査等委員である

取締役を除く。）5名選任の件 

   

堀  康紀 氏 〇   

今井 雅之 氏 〇   

大木 芳幸 氏 〇   

星野 晃司 氏 〇   

結城 正博 氏 〇   

第 3号議案 補欠の監査等委員である取

締役 1名選任の件 

〇   

 

上記の推奨をした理由 

〇第 1号議案 

 

 このグラフは、神奈川中央交通株式会社（以下、神奈川中央交通と記す）の有価証券報

告書および決算短信に記載されている値に基づき、2019年から 2023年の 3月期における

当期純利益（2021年は当期純損失）と、各年の株主への年間配当額の推移を示したグラフ

である。このグラフによると、2020年度の当期純利益は前年度の半分となっており、
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3月期の当期純利益（マイナスは当期純損失） 1株当たりの年間配当額



2021年には当期純利益がマイナスに転じている。その後、2022年度には再びプラスに戻

り、2023年度は前年度比で減少している。また、1株あたりの年間配当額は、当期純利益

がマイナスに転じた 2021年度のみ 20円で、ほかの年はすべて 40円となっている。2021

年度の神奈川中央交通の決算資料によると、2019-2021年度の当期純利益の減少には、新

型コロナウイルスの感染拡大に伴う需要の大幅な減少が背景にあるという。当期純利益が

感染拡大前の水準に戻ろうとしていることを考えると、1株当たりの年間配当額も感染拡

大前の値に戻っているのは妥当だと考える。したがって、第一号議案に賛成する。 

 

〇第 2号議案 

取締役の選任については、個人のプロフィールと 5人の業務内容のバランスの 2つの観

点から検討した。 

① 個人のプロフィール 

ここでは、社内かつ再任の人物である堀氏・今井氏・大木氏、社外かつ再任の人物であ

る星野氏、社外かつ新任の人物である結城氏の 3つに分けて分析する。 

(以下、「氏名｜現在の神奈川中央交通における地位・担当」の順で表記する。) 

 

・堀康紀氏｜取締役会長 会長執行委員（代表取締役） 

・今井雅之氏｜取締役社長 社長執行委員（代表取締役） 

・大木芳幸氏｜取締役 専務執行委員 グループ経営部、不動産部担当／不動産部長 

以上の 3人は、神奈川中央交通に入社して 20年以上が経過しているとともに、これ

までも長い間取締役や執行役員として会社に尽力している。3人とも当社の株式を大量

に保有していることは懸念されるが、旅客自動車運送事業についての見識があり、取締

役会への出席率も 100％であることから、会社にとって必要不可欠な存在であると言え

る。よって、3人の選任に賛成する。 

 

・星野晃司氏｜取締役 

  星野氏は社外の人物ではあるが、神奈川中央交通は小田急グループの一員であるた

め、彼が代表取締役社長を務める小田急電株式会社との連携が必要不可欠である。取締

役会への出席率はおよそ 85％とやや懸念されるが、鉄道との相乗効果を得るためには星

野氏の力は確実に必要である。よって、星野氏の選任に賛成する。 

 

・結城正博氏｜― 

  結城氏は当社の株を保有しておらず、経営者としての豊富な経験と知見を持っている

ことから、当社の経営状況を客観的にとらえることができる人物であると言える。よっ

て、結城氏の選任を反対する理由はない。選任に賛成する。 

 



② 5人の業務内容のバランス 

氏名 企業経営 

経営戦略 

財務 

会計 

人事 

労務 

法務 

リスク管

理 

サステナ

ビリティ

（ESG） 

運輸事業 不動産 

事業 

堀氏 ●  ● ● ● ● ● 

今井氏 ● ●  ● ● ●  

大木氏 ● ● ● ●   ● 

星野氏 ●  ● ●  ●  

結城氏 ●   ●    

上の表は、神奈川中央交通が作成した、 候補者のスキルマトリックスである。この表

から、5人がバランスよく各分野についての知見を有していることがわかる。結城氏につ

いてはほかの候補者に比べて知見が少ないように読み取れるが、企業を客観的に分析する

という点で外すことのできない人物である。 

 したがって、以上の①、②の両観点から、5人の候補者全員の選任に賛成する。 

 

〇第 3号議案 

ここでは、昨年度に開催された株主総会において選任された補欠の監査等委員である取

締役 網本重之氏の選任の効力が失効することから、法令に定める監査等委員である取締

役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠の監査等委員である取締役候補者 網本重之

氏の再選任について検討する。 

網本氏は、公認会計士に登録してから 25年以上のキャリア経験があり、当社の株式も

保有していないことから、監査等委員として客観的な視点から十分な監督を行うことがで

きると判断した。よって、網本氏の選任に賛成する。 

 

〇参考文献 

・神奈川中央交通株式会社 IRライブラリー 

閲覧日：2023年 6月 26日 

決算短信：https://www.kanachu.co.jp/kanachu/ir/library/result.html 

決算説明資料：https://www.kanachu.co.jp/kanachu/ir/library/briefings.html 

有価証券報告書：https://www.kanachu.co.jp/kanachu/ir/library/yuuhou.html 

・りそなアセットマネジメント 議決権に関する行使基準（国内株式） 

  閲覧日：2023年 6月 26日 

https://www.resona-am.co.jp/investors/pdf/kijun_kokunai.pdf 
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